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美里町女性消防隊 ( 指揮者）
　　　森口千代美さん

宇
城
市
不
知
火
町

　

不
知
火
公
民
館

見事 !! 全国準優勝

堂々のトップタイムを叩き出す
第 19 回

全国女性消防操法大会

発破の威力を体験
発破研修会開催（山鹿市）

人
権
バ
ン
ド᷷

ホ
ラ
イ
ズ
ン
᷸

　
　
　

ラ
イ
ブ
開
催

全国大会を終えて

救
助
技
術
研
修
開
催

宇
城
広
域
連
合

          

北
消
防
署

　私たち操法員は、８月に行われた第１回
熊本県女性消防操法大会の優勝を目指し、
今年の春に新メンバーで結成されました。
年齢や生活環境、仕事や性格も異なる私た
ちですが、毎日の仕事を終えてからの夜の
訓練が大半でした。訓練日程もメンバーで
話し合い調整し、できるだけ時間をつくり
訓練してきました。それぞれが「個性派」
なうえ「負けず嫌い」。訓練中に意見の食い
違いから、気まずい雰囲気になったことも
数回ではなく、訓練後に悔し涙を流してい
る操法員の姿もありました。しかし、私た
ちの最高のパフォーマンスをしたいという
強い気持ちと、練習量だけはどこのチーム
にも負けていなかったと思っています。大
会前には、メンバー全員が１つになってい
る空気を肌で感じられました。結果、県大
会を制し、全国大会への切符を手にするこ
とができました。全国大会では苦しく辛かっ
た日頃の訓練成果が全国トップタイムとい
う形で表われ、準優勝という夢のような成
績を残すことができました。メンバー全員
で熱い歓喜の涙を流せた幸せを絶対に忘れ
ることはないでしょう。私の一生の宝物で
す。
　最後に今まで私たち女性消防隊と操法員
を支援してくださった多くの方々に感謝の
気持ちでいっぱいです。本当にありがとう
ございました。

　

神
奈
川
県
横
浜
市
の
消
防
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
10
月
22
日
に
、「
女
性
消
防

隊
の
消
防
技
術
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
に
お
け
る
消
防

活
動
の
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
、
第
19
回
全
国
女
性
消
防

操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

こ
の
大
会
に
、
熊
本
県

代
表
と
し
て
美
里
町
女
性

消
防
隊
が
出
場
し
た
。
今

年
の
春
に
結
成
さ
れ
た
こ

の
チ
ー
ム
は
、
８
月
23
日

に
行
わ
れ
た
県
大
会
を
勝

ち
抜
き
、
全
国
へ
の
切
符

を
掴
み
、
そ
の
後
も
わ
ず

か
１
週
間
の
休
養
し
か

と
ら
ず
、
９
月
か
ら
大

会
ま
で
訓
練
に
訓
練
を
重

ね
た
。
そ
の
結
果
、
見
事

全
国
で
準
優
勝
と
い
う
成

績
を
勝
ち
取
り
、
し
か
も

タ
イ
ム
は
、
51
秒
29
で
全

国
ト
ッ
プ
と
い
う
快
挙
で

あ
っ
た
。
各
番
員
で
選
ば

れ
る
優
秀
選
手
に
、
３
番

員
の
藤
岡
久
美
子
さ
ん
と

４
番
員
の
赤
星
紀
子
さ
ん

が
選
出
さ
れ
た
。

　

宇
城
市
不
知
火
町
の
不

知
火
公
民
館
で
、
10
月

22
・
23
日
に
人
権
バ
ン
ド

「
ホ
ラ
イ
ズ
ン
」
の
皆
さ

ん
を
講
師
に
招
き
、
宇
城

広
域
連
合
人
権
研
修
会
が

開
催
さ
れ
た
。「
ホ
ラ
イ

ズ
ン
」
は
、
結
成
９
年
目

の
教
職
員
や
、
役
場
職

員
を
中
心
に
活
動
さ
れ

て
い
る
６
人
編
成
の
バ

ン
ド
で
、「
生
き
る
こ

と
」
そ
し
て
「
出
会
う

こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
講
演
を
行
わ
れ
て
い

る
。
23
日
の
研
修
会
で

は
、
３
名
の
講
師
を
招

き
、
最
初
に
「
気
楽
な

気
持
ち
で
聞
い
て
く
だ

さ
い
」
と
言
わ
れ
、
気

持
ち
を
歌
に
込
め
て
、
全

５
曲
を
熱
唱
さ
れ
た
。
曲

間
に
は「
人
と
の
出
会
い
」

の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
さ

れ
た
。｛
部
落
差
別
を
受

け
落
ち
込
ん
で
い
た
自
分

を
、「
人
と
の
出
会
い
」

が
育
て
て
く
れ
て
、
自
分

の
気
持
ち
を
言
え
る
よ
う

に
な
り
、
自
分
が
好
き
に

な
っ
た
。｝
と
語
ら
れ
た
。

最
後
に
、
人
権
と
は
「
す

べ
て
の
人
が
幸
せ
に
生
き

る
こ
と
」す
べ
て
の
人
が
、

そ
う
い
う
気
持
ち
を
持
つ

こ
と
が
大
切
で
す
と
述
べ

ら
れ
た
。

   

山
鹿
市
久
原
の

西
日
本
株
式
会

社
山
鹿
採
石
場

で
、
10
月
23
日

に
、
平
成
21
年

度
火
薬
発
破
研

修
会
が
開
催
さ

れ
た
。
最
初
に
、

一
般
的
に
使
用

さ
れ
る
火
薬
類

及
び
機
材
等
の

説
明
が
行
わ
れ
、

爆
薬
威
力
試
験
、
そ
の
後

に
、
実
際
に
採
石
場
の
発

破
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ

う
な
研
修
会
は
全
国
で
も

珍
し
く
、
消
防
、
警
察
、

県
職
員
や
管
内
に
採
石
場

が
あ
る
市
町
村
職
員
、
県

外
か
ら
の
参
加
も
あ
っ
た
。

参
加
し
た
職
員
に
よ
る
と
、

「
発
破
し
た
時
の
威
力
は
確

か
に
凄
か
っ
た
が
、
騒
音

及
び
振
動
も
最
小
限
に
抑

え
ら
れ
、
埃
も
思
っ
た

ほ
ど
出
て
い
な
か
っ
た
。

小
規
模
な
発
破
で
も
十

分
な
保
安
距
離
を
と
る

等
の
安
全
管
理
も
徹
底

し
て
い
た
」
と
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。

　

宇
城
広
域
連
合
北
消
防
署
で
10
月
26

日
、
北
消
防
署
１
課
の
主
催
で
救
助
研
修

会
が
開
催
さ
れ
た
。
約
30
人
の
職
員
が
参

加
し
、
山
岳
救
助
資
器
材
に
よ
る
倍
力
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
た
引
揚
救
助
・
斜
め
張

込
み
救
助
訓
練
を
実
施
し
た
。
ま
ず
北
消

防
署
１
課
救
助
隊
に
よ
る
展
示
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
に
、
実
際
訓
練
に
参
加
し
た

職
員
が
、
シ
ス
テ
ム
を
作
成
し
、
降
下
及

び
引
揚
訓
練
等
を
行
っ
た
。
災
害
が
多
種

多
様
化
し
て
き
て
い
る
近
年
に
お
い
て
、

基
本
の
救
助
法
に
加
え
、
少
人
数
で
行
え

る
こ
う
い
っ
た
救
助
法
の
知
識
と
技
術
の

習
得
も
、
今
後
必
須
な
も
の
と
な
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。
参
加
し

た
職
員
は
、
支
点
の
取
り

方
や
、
山
岳
資
機
材
の
取

扱
法
な
ど
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
た
。

松本さん 森口さん 園田さん 松本さん 藤岡さん 赤星さん 上田さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　（横浜市消防訓練センター）

人権バンド「ホライズン」の皆さん
振動低減発破実験の様子

操作前の体勢をとる美里町女性消防隊

¹⁄₂ システムで降下する参加職員
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　北消防署　消防１課

平岡史彰　消防士

ご結婚　おめでとうございますご結婚　おめでとうございます

「固定観念」を見直そう！定観念 を見直そう定観念 を見直そう

思い愛（あい）思い愛（あい）

消
防
本
部
・
消
防
署
の

　

名
称
変
更
に
つ
い
て

　
　
　

ᷫ

お
知
ら
せ
ᷬ

勇気ある行動で被害最小限 !!
緊
急
援
助
隊
九
州
ブ
ロ
Ḕ
ク
合
同
訓
練

佐
賀
県
で
開
催

古
い
消
火
器
に
注
意

古
い
消
火
器
に
注
意
!!!!

第
31
回

　

熊
本
県
救
急
教
育
セ
ミ
ナ
ー
開
催

上
益
城
郡
御
船
町

　

御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　　災害統計  

火　災 救　急 救　助
H 2 1 . 1 0 . 3 1 現 在 53 5081 94
昨 年 同 期 39 5037 88
増 減 数 +14 +44 +6

　１１月の行事
日 曜 行　事 場　所 時　間
2 月 予防事務担当者研修会 鹿児島県 終日
4 水 熊本県下消防大規模災害対応訓練 菊池市　竜門ダム 2日間
〃 〃 消防広域化協議会設立総会 県庁 13:00 ～
9 月 秋の火災予防運動 15 日まで
13 金 消防職員採用試験　２次試験 本部 14:00 ～
15 日 防火ポスター・標語表彰式 南消防署 10:00 ～
18 水 人事評価者研修 本部 09:30 ～ 16:30
26 木 甲種防火管理資格取得講習会 南消防署 2日間

　

大
規
模
災
害
活
動
時
に

お
け
る
緊
急
消
防
援
助
隊

の
技
術
及
び
連
携
活
動
能

力
の
向
上
を
目
的
に
、
10

月
９
日
・
10
日
の
２
日
間

に
わ
た
り
佐
賀
県
で
、
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
が

行
わ
れ
た
。
九
州
各
県
及

び
山
口
県
等
か
ら
133
部
隊

の
緊
急
消
防
援
助
隊
が
集

結
し
、
警
察
機
関
、
自
衛

隊
、
医
療
機
関
と
合
同
で

実
戦
的
な
訓
練
を
実
施
し

た
。

　部落差別が最も現れやすいのは、 恋愛や結婚問題であるとよく言われ

る。 自分の子供の結婚問題に、 ある人は世間体というものにこだわり、

結婚に反対し周りの人を不幸にし、 本当の幸せとは何かを考えようとしな

い。 また、 ある人は結婚相手が同和地区の出身であるとわかっても、 自

分はそんな事は問題にしない。 二人の気持ちとその人となりが大事なん

だ。 しかしそんな人ばっかりなら何も問題は起こらないのに、 過去いくつ

かの悲しい不幸な出来事が現実に起っている。 高知県宿毛市の事件もそ

の一例である。 これも部落問題について誤った認識、偏見からくるものだ。

まずは私たち一人ひとりが部落問題を正しく知り、 その間違いに気づき改

めることが大切である。

　

訓
練
は
、
佐
賀
市
内
で
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た

が
、
被
害
情
報
が
掴
め
て
い
な
い
と
い
う
想
定
で
、
佐

賀
市
と
神
埼
市
で
行
わ
れ
た
。
被
害
状
況
等
の
収
集
の

た
め
、
航
空
部
隊
に
よ
る
空
か
ら
の
情
報
収
集
活
動
等

実
施
、 

地
震
に
よ
り
崩
落

し
た
土
砂
に
よ
り
、
家
屋

倒
壊
や
車
両
埋
没
等
の
災

害
が
発
生
、
先
遣
隊
に
よ

る
救
出
救
助
訓
練
が
行
わ

れ
た
。

　

佐
賀
市
の
会
場
に
は
、

原
口
総
務
大
臣
も
視
察
に

　平成２１年９月５日、 午前１１時

４５分頃、 宇土市松山町３１０番地 

ローソン松橋バイパス店の駐車場に

おいて発生した車輌火災で、 迅速

な通報 ・ 初期消火で大火に発展

する可能性があったものを最小限に

くいとめた功績に対する表彰式が１０

月２８日午前９時から消防長室で

行われた。

　今回受賞された、 鶴山勝也さん

（ ３１歳）と岡本友美さん（ ２９歳）は、

本火災をいち早く発見し、 １１９番通

報するとともに、 危険物積載のミニタ

ンクローリーであったのにも関わらず、

店内から持ってきた消火器２本を使

用し消火にあたり、 被害を最小限に

くい止められた。 なお表彰式当日、

岡本さんが出席できなかった為、 鶴

山さんが代理で受賞された。

　

９
月
に
相
次
い
で
２
件

の
消
火
器
の
破
裂
事
故
が

起
こ
っ
て
い
る
。
過
去
10

年
間
に
お
け
る
、
老
朽
化

消
火
器
の
破
裂
事
故
に
よ

る
人
身
事
故
の
状
況
と
し

て
は
、
大
半
が
レ
バ
ー
操

作
の
際
に
起
こ
っ
て
お

り
、
破
損
箇
所
と
し
て

は
、
容
器
本
体
底
部
が
９

割
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ

は
サ
ビ
等
に
よ
る
腐
食
に

よ
っ
て
破
裂
事
故
に
至
っ

て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
消
火
器

が
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る
場

所
や
、
湿
潤
な
場
所
等
に

設
置
せ
ず
、
外
観
等
の
状

態
を
確
認
し
、
腐
食
が
あ

る
も
の
は
絶
対
に
使
用
し

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

11
月
1
日
か
ら
消
防
本

部
及
び
消
防
署
の
名
称
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
変
更
点

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

宇
城
広
域
連
合
消
防
本
部

宇
城
広
域
連
合
北
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
　

美
里
分
署

　
　
　
　
　
　
　
　

城
南
分
署

　
　
　
　
　
　
　
　

網
田
分
署

宇
城
広
域
連
合
南
消
防
署

　
　
　
　
　
　
　
　

三
角
分
署

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
野
分
署

　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
分
署

　

昔
か
ら
消
防
で
使
用
さ
れ
て
い
る

O
型
安
全
環
付
き
カ
ラ
ビ
ナ
は
ᷝ
素

材
は
鉄
も
し
く
は
ス
テ
ン
レ
ス
製

で
ᷝ
過
去
に
自
衛
隊
か
ら
救
助
技
術

を
習
得
し
て
以
来
ᷝ
今
日
ま
で
愛
用

さ
れ
て
い
る
ᷞ
そ
し
て
近
年
は
ᷝ
材

質
の
軽
さ
ᷫ
鉄
製
の
約
１/ ２
ᷬ
や
山
岳

資
器
材
と
の
相
性
等
の
面
か
ら
ᷝ
ア

ル
ミ
製
の
カ
ラ
ビ
ナ
も
導
入
さ
れ
て

き
て
い
る
ᷞ
最
大
の
相
違
点
は
限
界

が
来
た
と
き
の
破
断
の
仕
方
で
あ

る
ᷞ
実
際
ᷝ
カ
ラ
ビ
ナ
の
破
断
は
荷

重
そ
の
も
の
よ
り
も
カ
ラ
ビ
ナ
の
捻

れ
ᷝ
衝
撃
等
に
よ
り
起
こ
る
こ
と
が

多
い
ᷞ
鉄
・
ス
テ
ン
レ
ス
製
は
ᷝ
徐
々

に
広
が
Ḉ
て
い
く
の
に
対
し
ᷝ
ア
ル

ミ
製
は
ᷝ
限
界
に
な
る
と
突
然
破

断
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
ᷞ
そ
う

し
た
と
こ
ろ
か
ら
ᷝ
ア
ル
ミ
製
を
使

用
す
る
と
き
は
ᷝ
安
全
環
の
締
め

忘
れ
・
支
点
へ
の
巻
き
掛
け
・
直
列

で
３
枚
繋
ぐ
な
ど
ᷝ
負
担
を
か
け
な

い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ᷞ
そ
れ
ら
を
理
解
し
て
使
用
す
れ

ば
ᷝ
軽
量
で
破
壊
強
度
の
高
い
ア
ル

ミ
製
の
資
器
材
は
ᷝ
こ
れ
か
ら
強
い

味
方
に
な
る
と
思
わ
れ
る
ᷞ
使
用
の

際
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
᷷

カ
ラ
ビ
ナ

よ
し
Ḉ
!!
᷸
の
呼
称
を
ᷞ

応
す
る
た
め
、
今
回
の
救

急
セ
ミ
ナ
ー
は
「
エ
ピ
ペ

ン
」
の
重
要
性
を
重
く
受

け
止
め
こ
れ
か
ら
の
救
急

活
動
に
活
か
す
こ
と
を
認

識
さ
せ
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　

※
「
エ
ピ
ペ
ン
」

　

緊
急
補
助
治
療
に
使
用

さ
れ
る
医
薬
品
。
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
を
主
成
分
と
し

て
、
血
管
収
縮
、
心
拍
数

増
加
、
気
管
支
拡
張
等
の

作
用
が
あ
り
、
呼
吸
困
難

や
血
圧
低
下
と
い
っ
た
命

に
関
わ
る
症
状
を
緩
和
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

 

10
月
15
日
、
第
31
回
熊

本
県
救
急
教
育
セ
ミ
ナ
ー

が
御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
で
上
益
城
消
防
本

部
と
高
遊
原
南
消
防
本
部

の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
」
に
つ
い

て
の
講
演
内
容
で
、
済
生

会
熊
本
病
院
救
急
部
長
の

前
原
潤
一
医
師
の
講
演

や
、
救
急
救
命
士
に
よ
る

「
エ
ピ
ペ
ン
」
の
処
置
範

囲
拡
大
に
つ
い
て
、
Ｍ
Ｃ

医
師
や
会
場
を
交
え
て
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。
エ
ピ
ペ
ン
に
つ

い
て
は
、
平
成
21
年
３
月

に
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
で
生
命
が
危
険

な
状
態
に
あ
る
傷
病
者

が
、
あ
ら
か
じ
め
自
己
注

射
が
可
能
な
ア
ド
レ
ナ
リ

ン
製
剤
の
「
エ
ピ
ペ
ン
」

を
交
付
さ
れ
て
い
る
者
で

あ
っ
た
場
合
、
救
急
救
命

士
が
エ
ピ
ペ
ン
の
投
与
を

行
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
。
投
与
方
法
は
、「
エ

ピ
ペ
ン
」
の
キ
ャ
ッ
プ
を

外
し
大
腿
部
に
強
く
数
十

秒
押
し
当
て
る
と
い
っ
た

簡
単
な
方
法
で
あ
る
が
、

使
用
し
た
「
エ
ピ
ペ
ン
」

を
捨
て
ず
に
必
ず
病
院
に

持
参
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。

　

今
後
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
症
例
に
対

訪
れ
隊
員
の
活
動
を
見
学
さ
れ
た
。
緊
急
消
防
援
助
隊

の
ほ
か
、
陸
上
自
衛
隊
や
久
留
米
大
学
病
院
の
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
な
ど
お
よ
そ
600
人
が
参
加
し
、
取
り
残
さ
れ

た
要
救
助
者
を
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
救
助
し
た
り
、

瓦
礫
下
か
ら
の
救
出
訓

練
で
は
高
度
救
助
用
資

機
材
等
を
使
用
し
、
医
療

機
関
と
協
力
し
救
出
す
る

な
ど
高
度
な
訓
練
を
行
っ

た
。

複数の部隊が参加し多重衝突事故訓練に対応中

自衛隊のヘリによる赤バイ隊の投入

初期消火をされた鶴山勝也さん

底が腐食した
消火器

アルミ製

ステンレス製

い


